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１．活動のテーマ
＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する⼦どもの興味関⼼、園の特⾊など）
本園の園内研究テーマは、「コーナー遊びで広がる⼦どもの興味や関⼼〜⼦どもの思いに寄りそう保育
をめざして〜」である。⼦どもの楽しんでいる様⼦、不思議さやおもしろさを感じている姿を観察し、
保育者間で共有し合い、⼦どもの思いに寄りそう保育をめざして取り組んでいる。
⼦どもの興味や関⼼を⽀え、遊びがさらに広がる保育の充実につながるよう、本テーマを設定する。

2⽉：各コーナーで好きな遊びを楽しむ。
2⽉18⽇：保育観察を⾏い、活動の記録を写真や動画、⼦どもの発⾔などをメモに取り、⼦どもの様⼦
をカンファレンスで語り合う。
3⽉：保育者や他児と関わりながら、⾃分なりに表現して遊ぶ。
3⽉18⽇：保育観察を⾏い、活動の記録を写真や動画、⼦どもの発⾔などをメモに取り、⼦どもの様⼦
をカンファレンスで語り合う。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）
・背⾯付きの棚、ジョイントマット、キッチン、イス、円形テーブル、冷蔵庫、電⼦レンジ、おままご
とセット（⾷材・⾷器）、⼈形やぬいぐるみ、ベッド
・棚にブロックやプットイン、スロープのおもちゃ、電⾞などを準備し、⼿に取りやすい環境を設定す
る。
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⼤⽥区5-19-14 ヒルサイド上池台1階
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コーナー遊びで広がる⼦どもの興味や関⼼



４．探究活動の実践
＜活動の内容＞

＜活動中の⼦供の姿・声、⼦供同⼠や保育者との関わり＞

５．振り返り
＜振り返りによって得た先⽣の気づき＞
遊びのコーナーが充実し、⾊々な玩具があることで、⼦どもが⾃分なりのイメージで遊ぶことができ
る。保育者は温かく⾒守り、⼦どものイメージが湧くきっかけになるような声掛けをすると、遊びがさ
らに広がっていくと感じた。これからも、⼦どもの「やってみたい」、「不思議だな」という⼦どもの
思いや発想を⼤切にし、コーナー遊びの環境の充実を図っていく。

・⼦どもたちは、各コーナーで好きな遊びをする。（絵本・ままごと・パズルやプットインなどの机上
で遊ぶ・電⾞）
・保育者や他児と関わりながら、⾃分なりに表現して遊ぶ。

・玩具のフライパンを使って料理をする真似をしている⼦が「パッパ」と⾔いながら、調味料を振り⼊れる仕草を
していた。
・コップに飲み物を注いで保育者に渡したり、⼀緒に乾杯したりする姿があった。保育者が「おかわりしたいな」
と⾔うと、再度飲み物を注いでいた。
・玩具のフライパンで⿂を焼き、⽫に盛り付けて「お⿂焼けたよ〜」と保育者に渡す⼦に、保育者が「ちょっと⼤
きいなぁ」と呟くと、包丁とまな板で⿂を半分にしていた。⽇常の⽣活場⾯や⾒たり聞いたり経験したことを⾃分
なりに表現し、再現して遊びを楽しむ姿が⾒られた。


